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青色回転灯搭載車によるパトロール
(片瀬地区青少年支援フォーラム)

地域活動見学&ボランティア体験会報告

２月21日、28日の両日とも穏やかな陽気の中、活動
を行いました。大きなごみはありませんでしたが、たば
この吸い殻の多さに皆さん驚かれていました。江ノ島湾
護美さぁくる代表の斎藤さんは89才。メンバーの尾崎さ
んは最高齢の98才です。とてもお元気です。
体験された方は、心地よい海風に吹かれての活動に、
「今後も参加したい！」と、活動を継続することになり
ました。

拾ったごみの説明江の島をバックにごみ拾い

２０２２年２月１０日から２８日まで片瀬地区で開催された
『地域活動見学＆ボランティア体験会』の様子をご紹介します。

2月18日、24日に青色回転灯搭載車の助手
席に乗って地域を回りました。体験された方
は、「何かやりたいと思っていたところ、
らぶらぶ片瀬を見て申し込んだ。実際に青パ
ト(通称)に乗車し、とても楽しかった。今後
も月に1度くらいのペースで続けたい。」と
おっしゃっていました。

年の差約4倍！？
大学院生の参加で
話も弾みます

地域パトロール
(片瀬地区青少年支援フォーラム)

地域を歩きながらパトロール

2月25日、徒歩で片瀬山方面のパトロールを体験
されました。体験された方は、「住んでいても知ら
ない道が多いな」と、地域の新発見を楽しまれ、
「次回のパトロールも参加したい。」と活動を継続
することになりました。

片瀬地区のボランティア紹介中 作業の後、距離をとって茶話会

片瀬海岸東浜付近のごみ拾い
(江ノ島湾護美さぁくる)

青色回転灯搭載車に乗車



JJBCは「こんなボランティアをやってみたい」「ボランティアをおねがいしたい」な
ど、ボランティアに関しての相談窓口です。お気軽に来所・お問合せください。

※JJBCでは、ボランティアを「おねがい」したい個人の方と「できます」の個人の方をおつな
ぎすることはしておりません。また、登録者の都合等によりご希望の登録者をご紹介できない場合
があります。あらかじめご了承ください。

火曜日・金曜日 10時～15時(12～13時はお昼休み)
TEL/FAX 0466-27－6771 E-mail katase.jjbc@gmail.com

片瀬地区のボラン
ティア情報は他に
も沢山あります！

― 片瀬・江の島まちづくり協議会 ボランティア通信 No.31 2022年3月発行 ―

「みかじりさんち」で子どもの見守り
(NPO法人 湘南まぜこぜ計画)

＜編集後記＞ 当初、「見学＆体験会」の企画は2021年11月に実施したいと考えていましたが、新型コロナ
ウィルスの感染症拡大の影響により延期となりました。少し落ち着いた12月に案内チラシの作成に入り新年
早々配布しましたが、再び急激な感染拡大に、とても不安な気持ちになりました。しかし、多くの方が申込みを
してくださり、感染症対策を十分にして活動しました。こんな時期ですが、活動を通して人とふれあい、言葉を
交わすことの大切さに改めて気付き、心も体も元気になれる気がします。
今回参加されたうち６人の方がボランティア登録され、活動を継続されることになりました。（嬉しい！！）
次回はあなたの出番です。乞うご期待！ (コーディネーター 一同)

江の島弁天橋入り口付近の花壇整備
(弁天橋花いっぱい愛好会)

藤沢市新林公園の保全
(新林みどりの会)

体験記念写真撮影！？ボランティア募集について説明

植え替え草取り

２月19日、子どもたちの居場所になってい
るみかじりさんちを見学しました。管理人さん
や大学生、ボランティアの方が見守っています。

軒下のテラスで作戦会議

みかじりさんち

２月16日、暖かい日差しの中での体験会と
なりました。体験された方は、「以前から美
しい花壇が気になっていた。今回の体験会に
参加できて嬉しい。今後も続けたい」とおっ
しゃっていました。

作業前に菅会長（右）から
会員の皆さんに紹介されま
した

早速草取りに参加

園内にある古民家
小池邸のお雛様
桃の節句にちなんで
展示されていました

２月26日、草取り作業を体験されました。
体験された方は、「いつも訪れている新林公園。
どんな風に手入れがされているのか気になって
いました。いつか自分も参加したいという思い
から体験会に参加。とても楽しかったので次回
は山の保全に参加したい。」との感想をいただ
きました。

見学された方は、「多世代交流
にもなり大学生から勉強を教えて
いただけるところが良いですね」
と、賑やかな様子を楽しんでいま
した。


